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平成23年 定例会 ３月８日～３月16日まで３月

一般会計1億5,529万円を補正
平成22年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

歳入歳出予算に1億5,529万9千円を追加し、
総額を43億1,936万5千円としました。

■主な歳出内容
○減債基金積立金 5,001万円を追加
○社会資本整備基金積立金

1億42万5千円を追加
○地域活性化基金積立金4,998万5千円を追加
○国民健康保険特別会計繰出金

1,924万2千円を追加
○子育て手当費 517万4千円を減額
○道営訓子府南部地区畑総事業負担金

599万6千円を追加
○道営草地整備事業負担金

1,102万6千円を追加
○北見地区消防組合負担金754万1千円を減額
○職員共済組合負担金 910万7千円を減額

歳入歳出予算から881万5千円を減額し、総
額を9億579万9千円としました。
■主な歳出内容
○一般被保険者高額介護合算療養費

180万円を減額
○高額医療費拠出金 123万4千円を減額
○保険財政共同安定化事業拠出金

334万9千円を減額
○特定健診業務 176万2千円を減額

歳入歳出予算に57万5千円を追加し、総額
を544万2千円としました。
■主な歳出内容
○老人保健医療給付費 29万7千円を減額
○一般会計繰出金 107万3千円を追加

歳入歳出予算から59万9千円を減額し、総額
を6,251万1千円としました。
■主な歳出内容
○健康診査助成金 21万4千円を減額

歳入歳出予算から2,641万7千円を減額し、
総額を4億5,357万5千円としました。
■主な歳出内容
○施設介護サービス給付費 1,370万円を減額
○介護予防サービス給付費 410万円を減額
○高額介護サービス費 128万円を減額
○高額医療合算介護サービス費

350万円を減額
○通所型介護予防業務 152万5千円を減額

歳入歳出予算から234万6千円を減額し、総
額を1億9,161万1千円としました。
■主な歳出内容
○処理施設維持管理業務 50万円を減額
○浄化槽保守点検業務 60万円を減額

水道事業費から753万6千円を減額し、総額
を1億5,487万3千円としました。
■主な歳出内容
○施設機械等修繕（原水及び浄水費）

150万円を減額
資本的支出から1,125万9千円を減額し、総
額を2億3,510万7千円としました。
■主な歳出内容
○企業会計システム導入委託業務

107万7千円を減額
○代替水源施設整備事業 642万6千円を減額
○付帯工事費 120万4千円を減額
○水道施設緊急整備 129万4千円を減額

〔参考〕今定例会は、補正予算の大部分が事業
実績に基づく整理予算のため、500万円以上
の補正予算分のみ掲載します。

一般会計（第７号） 後期高齢者医療特別会計（第３号）

介護保険特別会計（第３号）

下水道特別会計（第３号）

水道会計（第３号）

国保会計（第４号）

老人保健特別会計（第２号）

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう



議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
議会中の議場の様子を庁舎１階町民ホールにおいて、
テレビでも放映しています。

平成23年第２回定例会は６月中旬頃に開催する予定です。
議会傍聴に関するお問い合わせは、議会事務局 47-2184へ

第１回定例会は、33名の傍聴がありました。

条
例
の
制
定
等

◆
副
町
長
定
数
条
例
の
一

部
改
正
条
例
の
廃
止

原
案
可
決

副
町
長
を
置
く
こ
と
に

伴
い
、
副
町
長
を
置
か
な

い
こ
と
の
条
例
を
廃
止
し

ま
し
た
。

◆
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

原
案
可
決

職
員
の
減
給
処
分
の
最

長
期
間
を
「
６
月
」
か
ら

「
１
年
」
へ
延
長
す
る
こ

と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

◆
町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
委
員
会
の
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
の
一
部
改
正

原
案
可
決

町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
委
員
会
の
教
育
長
の
給

与
等
の
特
例
措
置
を
廃
止

す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

原
案
可
決

国
に
準
じ
た
町
職
員
の

給
与
改
定
を
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定

原
案
可
決

職
員
の
給
与
を
減
額
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

（
給
料
月
額
を
１
０
０
分

の
２
を
減
額
）

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平

委
員
会
委
員
の
選
任

〝
挙
手
採
決
〞
（
反
対
１

名
）
の
結
果

原
案
同
意

田
中

誠
さ
ん
（
北
見

市
）
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

原
案
可
決

広
域
紋
別
病
院
企
業
団

の
加
入
に
伴
い
、
規
約
を

変
更
し
ま
し
た
。

◆
北
海
道
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

規
約
の
変
更

原
案
可
決

広
域
紋
別
病
院
企
業
団

の
加
入
に
伴
い
、
規
約
を

変
更
し
ま
し
た
。

報

告

定
期
監
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
平
成

22
年
度
に
実
施
し
た
定
期

監
査
の
結
果
、「
平
成
22

年
12
月
31
日
現
在
に
お

け
る
町
の
財
務
に
関
す
る

事
務
執
行
及
び
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
に
つ
い
て

監
査
を
実
施
し
た
結
果
、

適
正
に
執
行
、
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め

る
。」
と
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

な
お
、
監
査
委
員
か
ら

の
意
見
と
し
て
、

①

歳
入
の
確
保
、
経
費

削
節
減
に
つ
い
て
は
、
財

政
健
全
化
戦
略
プ
ラ
ン
等

に
基
づ
き
、
そ
の
成
果
が

認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

同
プ
ラ
ン
の
集
中
対
策
期

間
が
間
も
な
く
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
と
実

態
の
突
合
、
調
整
を
図
り
、

今
後
の
４
か
年
度
対
応
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
公
会
計
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
く
４
財
務
諸
表

を
近
く
公
表
の
予
定
だ
が
、

資
産
評
価
等
を
含
め
、
財

務
分
析
の
精
度
を
高
め
、

今
後
の
財
政
運
営
に
資
す

る
た
め
、
全
庁
的
な
取
組

み
に
配
慮
が
望
ま
れ
る
。

②

国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
は
、
税
の
収
納
に
つ

い
て
現
率
維
持
向
上
し
つ

つ
、
長
期
的
に
医
療
費
の

軽
減
策
な
ど
を
検
討
、
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
本
会
計
の
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
を

減
少
さ
せ
る
た
め
に
も
制

度
の
検
討
に
つ
い
て
他
市

町
村
と
も
連
携
を
も
っ
て

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

等
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
思
わ
れ

る
。

③

上
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
本
年
４
月
か
ら
供

用
を
開
始
す
る
豊
坂
水
系

の
管
理
等
に
つ
い
て
は
万

全
を
期
す
こ
と
が
重
要
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
全
体
の
給
水
状

況
を
み
る
と
有
収
率
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
早
急
な
改
修
等

の
計
画
策
定
が
望
ま
れ
る
。

◆
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
状
な
い
旨
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
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平成22年度所管事務調査結果報告（報告了承）

拭 入札については、今後とも適正な執行に努めるとともに、事業費の積算にあたっては、その内容を十分精査
のうえ、透明性を高める必要があり、さらに地元業者の入札への参加機会についても配慮していく必要がある。

植 今後のまちづくりについては、住民参画ビジョン検討会議の中で協議された住民参画の仕組みやまちづ
くり推進会議の役割を広く町民に周知し、十分なコンサンセスを得た中で進めていく必要がある。

殖 町税等の収納については、厳しい経済状況の中、収納率が向上していることは評価できるものである。し
かし、税の公平性の観点からも滞納解消に向け努力を求めるものであるが、滞納者個々の状況を判断した中
で対応を図る必要がある。

燭 国民健康保険事業の運営については、将来的な方向性を見据えた中で判断する必要がある。また、国の負
担率引き上げなど財政支援について求めていくことを望むものである。

織 各種福祉政策の中では、本年度から開催内容が変更された敬老祭について、招待者の範囲について節目を
生かした中で、さらに対象年齢の見直しを参加者や関係団体の要望等を考慮し、改善を図る必要がある。

職 各種予防業務では、健康教育の充実を図ることにより、さらに町民の健康に対する意識を高め、各種健診
の受診率向上につなげていく努力を求めるものである。

色 図書館の運営については、将来の図書館の在り方を明確にした中で、施設整備を検討していく必要がある
とともに、蔵書については各学校図書との連携も図りながら進めていく必要がある。

触 子育て支援センターについては、多くの子育て世代の中心的な存在となれるよう関係機関と連携を強化
し、子育てにかかわる問題や悩みの相談しやすい環境と見守りの体制を図ることが望まれる。

食 その他委員会の所管する事項の地域担当制については、地域とのパイプ役をさらに強化するため、町の方
針など説明に出向く役目を担うなど地域での積極的な活動を図る必要がある。

拭 農業振興については、国の農業政策の転換が実施されている中、ＪＡ等の関係機関と連携を図り、各農業
者への迅速な情報提供に努める必要があり、また、担い手対策や後継者支援についても関係機関と協力し、
より一層の取り組みの強化を求めるものである。

植 畜産振興については、口蹄疫や鳥インフルエンザなどに対する自衛防疫体制の強化と北海道やＪＡなど
の関係機関と十分に連携を図り、迅速に対応できる体制の確立が必要である。

殖 温泉保養センターの管理運営については、適切な管理により経費の削減を図るとともに、温泉利用者の拡
大のためのＰＲや新たな取り組みなど創意工夫が必要である。

燭 中小企業の振興については、特に商工業対策として指導的な役割を担う商工会と十分な意見交換を図る
必要があるとともに、今後予定される旧駅舎周辺の整備に関しても町のにぎわいとなり商工業の発展につ
ながるものとなるよう、十分な協議が必要である。

織 町有林の維持管理については、町の貴重な財産の価値を高めるため、専門職の育成が必要であり、また、林
産物以外の森林資源の活用などの取り組みも求めるものである。

職 町営及び町有住宅の維持管理については、厳しい経済状況の中ではあるが、使用料の滞納を抑制するため、早
期の相談業務などの対応と特に入居者の生活実態の把握などに関し、関係課との連携を図ることが必要である。

色 建築及び土木工事の執行状況については、平成22年度についても国の臨時交付金等で公共工事の前倒し
を実施してきたところであるが、今後、地元業者にも配慮した計画的な公共工事の実施と発注に向け取り組
んでいく必要がある。

触 道路・河川の維持管理については、過去や今後の農業基盤整備事業の実施を考慮した補修や再整備などの
制度確立に向け、国などに強く要望していく必要がある。

食 公園の維持管理については、遊具などの附帯設備の定期的な点検を実施し、事故防止を図る必要がある。

蝕 上水道事業の運営については、今後とも安全で安定的、安価な水の供給のため日常の管理に努めるととも
に、将来に想定される老朽管の更新事業の実施にあたっては、使用者等の十分な理解のもと実施していく必
要がある。

辱 その他委員会の所管に属する事項について
・随意契約の執行状況については、これまで同様、公平、公正で適正に執行されることが必要である。

総務文教常任委員会（調査所見）

産業建設常任委員会（調査所見）
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各 会 計 予 算
会 計 名 予 算 額 収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

水道事業会計予算

一 般 会 計
国民健康保険会計
後期高齢者医療会計
介 護 保 険 会 計
下 水 道 会 計
合 計

40億3,310万円
9億1,490万円
6,330万円

4億7,760万円
2億1,260万円
57億150万円

1億8,653万円
1億7,438万円

1,420万円
1億4,017万円

収 入
支 出

収 入
支 出

平成23年度予算（骨格予算）

総額55億8,150万円（水道会計を除く）を可決

平成23年度当初予算と平成22年度当初予算の対比

H23

H22

51,509

4,129 3,696

67,119

54,179

63,956
61,684

18,015
22,655

26,069
27,579

5,593 5,671

16,679
20,198

16,935
14,245

31,31132,302

74,148
878,057

75,717

589 577

48,754

210,000
203,000

14,283 14,544 16,843 18,149 13,828 16,221
5,054

38,855 39,496

10,817

28,620 23,380 23,677 22,840

H23

H22

78,767



（イラスト・西山 舞）

協
働
し

協
働
し「
町
民
参
画
」

町
民
参
画
」の
ま
ち
づ
く
り

の
ま
ち
づ
く
り

協
働
し「
町
民
参
画
」の
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

町
長

※

上原議員

六
次
産
業
と
は

農
畜
産
物
、
水
産
物
の
生
産
（
第
一
次
産
業
）
だ
け
で
な
く
、
食
品

加
工
（
第
二
次
産
業
）、
流
通
、
販
売
（
第
三
次
産
業
）
に
も
農
業
者
が

主
体
的
か
つ
総
合
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
工
賃
や
流
通
マ

ー
ジ
ン
な
ど
の
今
ま
で
第
二
次
・
第
三
次
産
業
の
事
業
者
が
得
て
い

た
付
加
価
値
を
、
農
業
者
自
身
が
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
六
次
産
業
と
い
う
名
称
は
、
農
業
本
来
の
第
一
次
産
業

だ
け
で
な
く
、
他
の
第
二
次
・
第
三
次
産
業
を
取
り
込
む
こ
と
か
ら
、

第
一
次
産
業
の
１
と
第
二
次
産
業
の
２
、
第
三
次
産
業
の
３
を
足
し

算
す
る
と
「
６
」
に
な
る
こ
と
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

町
民
が
地
域
の
中

で
ふ
れ
あ
い
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
行
政
は
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
次
総
合
計
画
を
再

確
認
し
て
の
、
行
政
運
営

の
遂
行
が
重
要
と
考
え
、

４
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
。

福
祉
・
医
療
・
保

険
や
子
育
て
な
ど
住
み
慣

れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
や
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
機
能
維
持
、

さ
ら
に
道
路
・
河
川
な
ど

社
会
資
本
整
備
、
交
通
事

故
・
犯
罪
の
防
止
な
ど
、

町
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
地
域
全
体
で

の
取
り
組
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
個
人
情
報
保

護
の
法
的
壁
が
あ
り
、
情

報
活
用
是
非
に
つ
い
て
の

合
意
形
成
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

社
会
的
救
済
を
求
め
る

人
へ
の
支
援
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
生
活
が
持

続
可
能
な
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
。住

民
が
将
来
に
夢

が
持
て
る
、
元
気
な
産
業

を
支
え
る
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。

「
町
民
こ
そ
が
主
役
」
の

理
念
で
あ
る
「
住
民
参
画
」

を
促
し
、
住
民
・
地
域
職

員
、
さ
ら
に
は
町
全
体
が

協
働
と
い
う
体
制
に
な
る

の
が
理
想
と
考
え
て
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
の
足
の
確

保
に
努
め
、
買
物
に
つ
い

て
は
、
共
同
受
注
・
発

注
・
発
送
の
取
り
組
み
な

ど
、
商
工
会
に
提
案
し
て

い
ま
す
。

出
か
け
る
行
政
を
実
現

す
る
に
は
課
題
が
多
い
。

高
齢
者
勤
労
セ
ン
タ
ー
は
、

生
き
が
い
づ
く
り
で
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
今
は
、
収

入
を
求
め
る
手
段
と
し
て

位
置
づ
け
も
多
く
様
々
な

問
題
も
あ
る
が
行
政
支
援

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
ふ
れ
あ
い

対
策
に
つ
い
て

人
づ
く
り
が
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
だ
れ

も
が
学
習
で
き
る
公
共
施

設
の
活
動
や
高
齢
者
健
康

活
動
を
通
し
て
、
生
き
が

い
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
交
流
や
対

話
な
ど
に
よ
る
ふ
れ
あ
い

の
場
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

地
域
全
体
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
重
要
で

あ
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
重
要
な
課
題
だ

と
思
い
ま
す
し
、
住
民
か

ら
の
発
案
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
財
政
安
定
に
向

け
て
の
施
策
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
が
回

復
傾
向
に
あ
り
、総
額
６
億

円
に
上
る
景
気
浮
揚
施
策

を
活
用
し
て
の
事
業
実
施
・

財
政
健
全
化
戦
略
プ
ラ
ン

の
着
実
な
実
行
で
基
金
が

底
を
つ
く
よ
う
な
危
機
的

な
状
況
は
脱
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
事
業
実
施
の
た

め
の
地
域
活
性
化
基
金
の

新
設
や
社
会
資
本
整
備
基

金
の
積
み
立
て
に
よ
り
基

金
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

町
の
財
政
安
定
に
向
け

て
は
、
今
後
も
行
政
改
革

を
推
進
し
な
が
ら
産
業
振

興
や
福
祉
・
教
育
施
設
の

充
実
に
よ
り
人
口
減
に
歯

止
め
を
か
け
る
努
力
を
続

け
ま
す
。

面
的
政
策
を
考
え
総
合

的
施
策
を
打
ち
出
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
産
と
係
わ
り
生
き
が

い
を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ

が
、
農
業
の
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
は
迷
う
と

こ
ろ
で
す
。

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

※



意
識
は
着
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る

意

は
着
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る

意
識
は
着
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る

町
政
執
行
へ
の
思
い
が
町
民
に
伝
わ
っ
た
か

町
政

行
へ
の
思
い
が
町
民
に
伝
わ
っ
た
か

町
政
執
行
へ
の
思
い
が
町
民
に
伝
わ
っ
た
か

町
長

平成２３年第１回定例会平成２３年第１ 定例会平成２３年第１回定例会

協
働
し

町
民
参
画
」の
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

こ
の
４
年
間
を
振

り
返
っ
て
、
町
長
の
町
政

執
行
に
対
す
る
思
い
が
、

町
民
や
職
員
に
ど
れ
だ
け

伝
わ
り
理
解
さ
れ
た
と
と

ら
え
て
い
る
か
。

「
み
ん
な
で
創
る
訓

子
府
の
元
気
」
を
考
え
、

「
訓
子
府
の
底
力
で
ふ
る

さ
と
の
未
来
を
ひ
ら
く
」

た
め
に
、「
町
民
こ
そ
が

主
役
」、「
町
民
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
を
基
本
理
念

と
し
て
町
政
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
就
任
当
時
は
、

地
方
財
政
が
毎
年
の
よ
う

に
悪
化
し
、
地
方
交
付
税

も
先
行
き
が
見
え
な
い
な

ど
非
常
に
厳
し
い
混
と
ん

と
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
掲
げ
た「
９
つ
の
提
言
」

に
基
づ
き
町
民
が
主
役
と

な
る
べ
き
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
施

策
の
進
め
方
な
ど
で
は
町

民
は
も
と
よ
り
、
職
員
に

つ
い
て
も
困
惑
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

町
民
主
導
に
対
す
る
意
識

を
持
つ
こ
と
へ
の
戸
惑
い

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
の
４
年
を
見
て
み

る
と
町
民
の
方
々
が
自
ら

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
意
識
は
着
実
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
し
、

職
員
に
つ
い
て
も
福
祉
の

増
進
に
対
す
る
重
要
な
役

割
を
担
う
べ
く
責
任
と
意

識
改
革
は
以
前
に
増
し
て

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

「
財
政
健
全
化
戦

略
プ
ラ
ン
」
の
現
時
点
で

の
到
達
点
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

平
成
20
年
度
、

21
年
度
２
ヵ
年
合
わ
せ
て

の
到
達
度
は
、「
地
域
活

性
化
臨
時
交
付
金
」、
銀

河
線
用
地
や
高
速
道
路
用

地
と
し
て
の
町
有
林
売
却

な
ど
の
臨
時
的
収
入
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
特
殊
要
因

を
除
け
ば
、
到
達
度
は
１

１
０
％
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
に
つ

い
て
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
へ
の
財
源
補
て
ん

額
が
伸
び
る
な
ど
マ
イ
ナ

ス
要
因
も
あ
る
が
、
目
標

を
若
干
超
え
る
も
の
と
予

想
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
平
成
23
年

度
以
降
、
残
り
の
計
画
期

間
に
お
け
る
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
な
考
え
で
行
く

の
が
い
い
の
か
。

引
き
続
き
こ
の
プ

ラ
ン
推
進
を
基
本
に
財
政

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
が
、
補
助
奨
励
事

業
に
い
て
は
、
平
成
22
年

度
を
も
っ
て
見
直
す
と
し

て
い
た
が
、
一
旦
保
留
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
当
面
の
基
金
管

理
運
用
方
針
」
を
策
定
し
、

子
育
て
や
教
育
の
充
実
、

高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
医

療
費
抑
制
に
向
け
た
保
健

事
業
の
充
実
な
ど
に
取
り

組
む
た
め
の
財
源
確
保
に

努
め
、
本
年
度
か
ら
ソ
フ

ト
事
業
に
も
過
疎
債
借
入

が
可
能
と
な
っ
た
の
で
、

減
債
基
金
に
積
み
立
て
る

な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
財
政
健
全
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
町
内
会
・
実
践

会
活
動
費
補
助
金
」
の
効

果
と
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

住
民
自
治
活
動
の

推
進
・
運
営
、
町
と
の
連

携
協
力
関
係
の
構
築
、
地

域
住
民
の
連
帯
感
や
コ
ン

セ
ン
サ
ス
づ
く
り
を
助
長

す
る
手
立
て
と
し
て
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
在
り
方
と
し
て

は
、
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
地
域
に
お
け
る
福
祉

活
動
や
子
育
て
、
防
犯
防

災
、
環
境
保
全
な
ど
、
事

業
推
進
型
補
助
金
な
ど
の

制
度
設
計
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
総
合
補
助
金
」
の
評

価
は
。

こ
れ
ま
で
、
旧
訓

子
府
駅
舎
及
び
周
辺
の
有

効
活
用
、
経
営
効
率
化
に

よ
る
酪
農
振
興
、
地
産
地

消
、
農
業
者
と
消
費
者
と

の
交
流
促
進
な
ど
、
人
、

モ
ノ
な
ど
、
町
の
元
気
づ

く
り
に
貢
献
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

町
長

工
藤

町
長

工
藤

町
長

工
藤

町
長

工
藤

町
長

工
藤

工藤議員



一般質問の記事掲載について

町
制
町
制
600
周
年
の
取
り
組
み
は

年
の
取
り
組
み
は

町
制
60
周
年
の
取
り
組
み
は

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
う
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
う
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
う
サ
ー
ビ
ス
を

高
齢
者

高
齢
者
・・
障
が
い
者
施
策
の
取
り
組
み
は

障
が
い

策
の
取
り
組
み
は

高
齢
者
・
障
が
い
者
施
策
の
取
り
組
み
は

町
長

一般質問の記事については、一質問者につき二問までを掲載し、内容を要約しています。
その他の質問事項や詳しい内容については、会議録をご覧ください。会議録は図書館に
備えつけてあります。また、町ホームページ（http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/）
にも掲載しております。なお、平成23年第１回定例会会議録は５月下旬頃完成予定です。

記
念
事
業
等
は
新
体
制
決
定
後
に

念
事
業
等
は
新
体
制
決
定
後
に

町
長

記
念
事
業
等
は
新
体
制
決
定
後
に

高齢者の実態把握をするため配置高齢 の実態 握をするため配置
している緊急医療情報キットしている 急医療情報キット
高齢者の実態把握をするため配置
している緊急医療情報キット

本
町
の
高
齢
化
率

も
30
％
を
超
え
、
高
齢

化
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
を
あ
わ
せ
も
つ
人
が
増

え
て
お
り
、
そ
の
対
策
が

急
務
で
す
。

町
で
は
、
今
ま
で
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
が
実
態
に
合

わ
な
い
場
面
も
あ
る
か
と

思
う
。

よ
り
効
果
的
な
支
援
の

考
え
は
。

高
齢
者
の
実
態
把
握
、

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

配
置
状
況
は
。

緊
急
医
療
キ
ッ
ト

は
千
個
用
意
し
、
２
月
末

現
在
２
１
７
世
帯
の
３
０

０
人
に
配
置
済
で
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
の
設
置
状
況
は
。

ま
た
、
10
月
か
ら
こ

の
業
務
は
民
間
に
委
託
す

る
よ
う
だ
が
ど
の
よ
う
な

内
容
に
な
り
ま
す
か
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
は
、
保
有
80
台
の
う
ち

71
台
を
設
置
し
て
お
り
、

緊
急
事
態
の
場
合
に
消
防

に
通
報
が
入
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
誤
報
も
多
く

消
防
の
通
信
一
元
化
や
設

備
の
老
朽
化
な
ど
も
あ
り

10
月
を
目
途
に
民
間
委
託

を
考
え
て
い
ま
す
。

委
託
先
は
、
札
幌
に
あ

る
、
北
海
道
安
全
セ
ン
タ

ー
の
予
定
で
す
。

除
雪
・
排
雪
サ
ー

ビ
ス
は
、
一
人
暮
ら
し
の

障
が
い
者
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
65
才
以

上
の
在
宅
高
齢
者
を
対
象

と
し
て
い
る
の
で
、
現
状

で
は
65
才
未
満
の
障
が
い

者
を
対
象
と
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。障

が
い
者
、
高
齢

者
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
方
法
は
。

今
ま
で
は
、
重
度

身
体
障
害
者
交
通
費
助
成

は
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

を
交
付
し
て
い
た
が
、

23
年
度
か
ら
は
、
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
か
給
油
チ
ケ

ッ
ト
ど
ち
ら
か
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

今
後
、
で
き
る
限
り
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

親
元
を
離
れ
町
外

の
施
設
で
就
学
や
生
活
を

し
て
い
る
人
へ
の
支
援
は
。

23
年
度
の
就
学
予

定
者
は
５
名
い
ま
す
。

基
本
的
に
国
や
道
が
保

護
者
の
収
入
に
応
じ
て
補

助
し
て
い
ま
す
。

明
治
30
年
、
北
光

社
移
民
団
が
訓
子
府
に
入

地
し
開
拓
の
鍬
が
お
ろ
さ

れ
ま
し
た
。

大
正
９
年
、
置
戸
村
か

ら
分
村
し
て
訓
子
府
村
と

な
り
、
昭
和
26
年
11
月
、

町
制
が
施
行
さ
れ
て
、
今

年
は
60
周
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
先
人
の
労
苦
に

感
謝
し
、
訓
子
府
町
の
未

来
を
考
え
る
良
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
な
ど
で
閉
塞

感
が
漂
う
中
で
す
が
、
町

民
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

「
我
が
町

訓
子
府
」
を

誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
の
考
え
は
。

過
去
に
も
開
基
百

年
な
ど
に
、
式
典
が
実
施

さ
れ
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト

や
事
業
に
冠
を
つ
け
た
り
、

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

先
人
の
労
苦
に
感
謝
し

町
制
施
行
60
周
年
を
記
念

す
る
事
業
等
の
必
要
性
は

理
解
す
る
が
、
新
体
制
決

定
後
に
提
案
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

町
長

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

河端議員



積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

農
地
流
動
化
と
農
業
後
継
者
育
成
は

農
地
流
動
化
と
農
業
後
継
者
育
成
は

農
地
流
動
化
と
農
業
後
継
者
育
成
は

鉄
道
貨
物
維
持
の
取
り
組
み
を
進
め
る

鉄
道
貨
物
維

の
取
り
組
み
を
進
め
る

鉄
道
貨
物
維
持
の
取
り
組
み
を
進
め
る

臨
時
貨
物
列
車
廃
止
に
町
の
対
応
は

臨

物
列

廃
止
に
町
の
対
応
は

臨
時
貨
物
列
車
廃
止
に
町
の
対
応
は

町
長

町
長

農業担い手カップル激励会（４月１日開催）４月１日開催）農業担い手カップル激励会（４月１日開催）

廃止が検討された臨時貨物列車廃 が検討された臨 貨物列車廃止が検討された臨時貨物列車

Ｊ
Ｒ
貨
物（
東
京
）

の
社
長
が
１
月
13
日
の

定
例
記
者
会
見
で
、
北
見

と
旭
川
を
結
ぶ
臨
時
貨
物

列
車
を
、
２
０
１
２
年
春

に
廃
止
す
る
方
針
を
正
式

に
表
明
し
た
が
、
そ
の
後

地
元
の
自
治
体
や
Ｊ
Ａ
き

た
み
ら
い
に
対
し
て
具
体

的
な
説
明
や
、
今
後
貨
物

列
車
に
と
っ
て
替
わ
る
輸

送
手
段
の
説
明
が
あ
っ
た

の
か
伺
い
た
い
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
減

便
・
廃
止
の
方
針
に
つ
い

て
は
一
日
３
往
復
運
行
し

て
い
た
も
の
を
平
成
22

年
度
に
は
２
往
復
に
、
23

年
度
は
１
往
復
に
減
便
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
貨

物
列
車
を
廃
止
し
、
ト
ラ

ッ
ク
便
に
転
換
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
７
月
に
Ｊ

Ｒ
貨
物
北
海
道
支
社
長
か

ら
北
海
道
の
農
政
部
に
状

況
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

新
聞
報
道
を
通
じ
減
便
の

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
道
を
受
け
、
ホ

ク
レ
ン
や
日
本
通
運
な
ど

の
運
送
会
社
を
加
え
た
協

議
が
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、

昨
年
１
月
以
降
は
、
北
見

市
や
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

北
見
支
所
な
ど
の
関
係
機

関
を
含
め
た
地
元
協
議
が

継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
と
並
行
し
て
４
月
に

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
活
性
化
期

成
会
を
通
じ
て
輸
送
体
制

を
確
保
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
貨

物
本
社
な
ど
に
対
し
緊
急

要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

要
望
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
本
社
の
営
業
部
長
か
ら

「
減
便
は
検
討
を
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
廃
止
に

つ
い
て
は
決
定
で
は
な

い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
も
農
業

団
体
な
ど
と
も
連
携
し
な

が
ら
引
き
続
き
期
成
会
を

通
じ
た
減
便
反
対
の
取
り

組
み
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
国
民

全
体
の
問
題
」と
し
て
農
業

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
消

費
者
の
方
も
危
機
感
を
も

っ
て
注
視
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
全
体
が
ど
う
変
わ

る
か
も
含
め
非
常
に
難
し

い
問
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。

農
地
の
流
動
化
や
農
業

後
継
者
育
成
は
町
の
施
策

の
上
で
も
重
要
で
あ
り
、

基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る

と
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る

町
長
の
、
農
業
に
対
す
る

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

農
業
委
員
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、本
町
独
自

の
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
が
、具
体
的
に

説
明
で
き
れ
ば
伺
い
た
い
。

歴
代
町
長
が
一
貫

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
農

業
施
策
が
土
地
基
盤
整
備

で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
近

年
の
異
常
気
象
下
に
お
け

る
農
業
生
産
の
状
況
を
見

て
も
明
ら
か
で
、
他
市
町

村
と
比
較
し
先
駆
的
・
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
活
動
に

つ
い
て
は
、「
農
業
担
い

手
対
策
推
進
協
議
会
」
に

お
い
て
、
農
業
後
継
者
の

配
偶
者
対
策
、
畑
作
実
習

生
の
受
け
入
れ
、
近
隣
の

自
治
体
で
は
例
の
な
い
、

成
婚
さ
れ
た
後
継
者
夫
婦

を
お
招
き
し
「
担
い
手
カ

ッ
プ
ル
激
励
会
」
を
開
催
。

農
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
本
町
に
お
い
て
、
遅
滞

の
無
い
農
地
の
流
動
化
と

農
業
後
継
者
育
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

小
林
議
員
は
他
に
学
校

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
っ
た

町
長

小
林

町
長

小
林

小林議員



３月３１日で試験運行が終了した乗り合いタクシー３月３１日で試験運行が 了した乗り合いタクシー３月３１日で試験運行が終了した乗り合いタクシー

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

高
齢
化
社
会
へ
の
安
心
で
き
る
対
応
策
は
何
か

高
齢

社

へ
の
安
心
で
き
る
対

策
は
何
か

高
齢
化
社
会
へ
の
安
心
で
き
る
対
応
策
は
何
か

町
長

だより についてご意見をお寄せください「議会だより」についてご意見をお寄せください。

議会に対するご意見や、議会だよりを見て感じたことなど
どんなことでも結構です。
どうぞ議会事務局までご意見をお寄せください。

0157-47-2184へ FAX0157-47-2600へ

私
達
の
国
は
、
世

界
の
ど
の
国
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
ま
す
。

世
界
が
注
目
し
て
い
る

こ
の
時
代
を
ど
う
乗
り
切

る
か
、
小
さ
な
町
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
対
応
策
が
あ

る
は
ず
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
老
後

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え

を
伺
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、「
高
齢
者

の
足
の
確
保
」
と
し
て
昨

年
４
月
か
ら
試
験
運
行
し

て
い
る「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

の
評
価
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
は

北
海
道
運
輸
局
長
の
許

可
に
よ
り
、
昨
年
４
月
１

日
か
ら
今
年
３
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
に
限
定
し

て
試
験
的
に
運
行
し
て
い

ま
す
。

利
用
者
登
録
は
１
２
６

世
帯
か
ら
２
５
６
名
で
し

た
。実

利
用
人
数
は
23
名
、

１
月
末
ま
で
の
延
べ
利
用

回
数
は
２
３
１
回
、
月
平

均
23
回
程
度
で
す
。

町
と
し
て
は
、
利
用
実

人
数
が
少
な
く
乗
合
率
は

低
い
も
の
の
、
97
％
以
上

が
75
歳
以
上
の
利
用
で
平

均
年
齢
が
83
歳
と
、
高
齢

者
の
貴
重
な
足
と
し
て
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験

運
行
は
一
旦
区
切
り
を
つ

け
、
一
時
的
に
空
白
の
期

間
が
生
じ
る
も
の
の
、
今

後
早
い
時
期
に
現
行
制
度

を
で
き
る
だ
け
後
退
さ
せ

な
い
新
た
な
制
度
の
導
入

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
町
長
に
こ
の

施
策
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
つ
も
り
で
す
か
。

私
が
次
期
町
長
に

な
っ
た
と
し
た
ら
、
ハ
イ

ヤ
ー
会
社
と
の
協
議
の
上

で
、
75
歳
以
上
に
年
齢
を

限
定
し
、
基
本
料
金
（
５

２
０
円
）
を
超
え
る
料
金

は
町
が
負
担
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
時
間
を
フ
ル
タ

イ
ム
で
場
所
も
ど
こ
へ
で

も
利
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
北
見
に
行

く
バ
ス
も
含
め
て
補
助
を

拡
大
し
た
い
と
考
え
て
、

本
格
運
行
に
切
り
替
え
る

こ
と
に
し
た
い
。

２
点
目
に
高
齢
者

の
社
会
参
加
活
動
や
地
域

交
流
を
活
発
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
若

が
え
り
学
級
な
ど
、
高
齢

者
が
社
会
参
加
活
動
を
で

き
る
環
境
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

活
動
に
参
加
し
な
い
、
で

き
な
い
高
齢
者
も
お
り
、

民
生
委
員
や
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
、
町
内
会
な
ど

の
協
力
で
地
域
ご
と
の
集

い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
あ
る
「
地
域
の
た

ま
り
場
、
サ
ロ
ン
づ
く
り
」

は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

私
は
政
策
の
中
で

サ
テ
ラ
イ
ト
（
中
継
地
）

を
北
訓
・
鉄
北
・
末
広
・

日
出
の
４
ヶ
所
に
設
定
し
、

作
業
療
法
士
や
保
健
師
を

配
置
し
、
気
軽
に
地
域
的

な
交
流
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
意
識
し
て
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
道

半
ば
と
い
う
状
態
で
、
今

後
の
検
討
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
。高

齢
者
だ
け
で
集

ま
る
の
で
は
な
く
、
誰
れ

も
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

場
が
本
町
に
あ
り
ま
す
か
。

日
常
的
に
自
由
に

行
き
来
で
き
る
場
は
、
図

書
館
・
公
民
館
・
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
・
う
ら
ら
な

ど
が
あ
り
、
専
門
職
員
も

い
る
の
で
、
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

町
長

西
山

町
長

町
長

西
山

町
長

町
長

西
山

西
山

西
山

西山議員



早期に整備すべき優先度の高い路線として
考えられている南７線
早期に整備すべき優先度の高い路線として
考えられている南７線

ＴＰＰについての講演があったＴＰＰについての講演があった
食・・農業農業・・地域を考えるセミナー地域を考えるセミナー
ＴＰＰについての講演があった
食・農業・地域を考えるセミナー

い
つ
実
施
す
る
と
は
明
言
で
き
な
い

い
つ

施
す
る
と
は
明
言
で
き
な
い

い
つ
実
施
す
る
と
は
明
言
で
き
な
い

後
継
畑
総
事
業
と
南
７
線
農
道
整
備
は

後
継

総
事
業
と
南
７
線

道
整
備
は

後
継
畑
総
事
業
と
南
７
線
農
道
整
備
は

農
業
産
出
額
で
約

億
円
の
影
響

農

産
出
額
で
約

の
影
響

33

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
町
の
年
間
経
済
損
失
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ

加
に
よ
る
町
の
年
間
経
済
損
失
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
町
の
年
間
経
済
損
失
は

町
長

町
長

農
業
産
出
額
で
約

億
円
の
影
響

政
府
は
昨
年
11

月
９
日
の
閣
議
で
例
外
な

き
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す

る
。
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
閣
議
決
定

さ
れ
た
が
、
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
一
度
参
加
す
れ
ば
食
料

だ
け
特
例
は
認
め
ら
れ
ず
、

今
は
、
急
い
で
参
加
す
べ

き
で
な
い
と
各
新
聞
社
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
の
立
場

か
ら
、
今
後
、
国
に
対
す
る

要
請
、
要
望
な
ど
町
長
と

し
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

今
後
の
国
に
対
す

る
要
請
、
要
望
は
町
村
会

を
通
じ
た
反
対
行
動
、
上

京
の
際
に
は
農
林
水
産
省

を
は
じ
め
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
対
し
、
こ
と

の
重
大
性
を
訴
え
続
け
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
地
域
的
に
は
農

民
連
盟
や
き
た
み
ら
い
農

協
と
も
連
携
し
な
が
ら
総

決
起
集
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
来
た
が
、
政
府
は
、

６
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
結

論
を
出
す
と
言
明
し
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を

用
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
北
海
道
や
町
村

会
、
農
業
団
体
な
ど
と
連

携
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

阻
止
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。平

成
22
年
11
月

９
日
、
道
新
に
美
幌
町
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
伴
う
同
町

の
経
済
的
損
失
は
年
間
３

０
８
億
円
の
損
失
に
な
る

と
発
表
が
あ
っ
た
が
、
訓

子
府
の
試
算
を
伺
い
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
場

合
訓
子
府
の
影
響
額
は
、

年
約
33
億
円
と
な
り
ま
す
。

何
よ
り
も
農
家
の
収
入

減
少
で
、
商
工
業
や
町
財

政
に
計
り
知
れ
な
い
影
響

が
で
る
と
認
識
し
て
い
る
。

平
成
21
年
の
事
業

仕
分
け
で
削
減
さ
れ
た
残

事
業
は
今
年
完
了
と
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
問
題
は

な
い
か
。厳

し
い
状
況
だ
が

３
月
末
に
成
立
す
る
見
通

し
に
な
っ
て
い
る
。

後
継
事
業
と
南
７

線
の
農
道
整
備
は
過
疎
債

の
あ
る
う
ち
に
早
期
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。次

期
畑
総
事
業
は
、

現
時
点
で
計
画
事
業
と
し

て
、
面
事
業
は
約
37
億
円

線
事
業
は
18
億
円
、
総
事

業
費
55
億
円
の
計
画
を
進

め
て
い
る
。
23
年
12
月

に
は
第
１
回
目
の
採
択
申

請
書
の
提
出
を
考
え
て
い

る
。
し
か
し
国
の
政
策
転

換
な
ど
農
村
の
整
備
予
算

も
、
84
億
円
ま
で
激
減
し

不
足
す
る
予
算
も
あ
る
が
、

国
費
総
額
が
ま
だ
明
確
に

決
ま
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
北
海
道
で
も
一

昨
年
と
昨
年
の
異
常
気
象

や
湿
害
な
ど
で
基
盤
整
備

の
必
要
性
か
ら
参
加
希
望

が
全
道
的
に
多
く
な
っ
て

道
農
地
整
備
課
か
ら
一
地

区
の
限
度
事
業
費
を
10
億

円
と
す
る
検
討
指
針
が
示

さ
れ
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
町
道
南
７
線
は
早
期

に
整
備
す
べ
き
優
先
度
の

高
い
路
線
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
し
、
過
疎
債
の
活

用
は
、
必
須
条
件
で
あ
る

の
で
、
過
疎
法
が
失
効
す

る
26
年
度
ま
で
に
は
、
着

手
で
き
る
よ
う
最
大
限
の

努
力
を
す
る
。

山
本
議
員
は
こ
の
他
に

「
道
々
置
戸
福
野
北
見
線

の
交
通
規
制
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長

山
本

町
長

町
長

山
本

山
本

町
長

山
本

山本議員



東日本大震災チャリティーコンサート（３月２７日開催）」

町長からの行政報告（要旨）

◆免税軽油制度の継続を求める請願書（請願主旨）
これまで農家の経営に寄与してきた免税軽油制度が、地方税法の改正によって、2012年（平成

24年）３月末で廃止される状況にあります。
免税軽油とは、道路を走らない機械に使う軽油については軽油引取税（１リットルあたり32円

10銭）を免税するという制度で、農業用機械（耕耘機、トラクター、コンバインなど）や船舶、倉庫で
使うフォークリフト、重機等、道路を使用しない機械燃料の軽油は、申請すれば免税が認められて
きました。
免税軽油制度がなくなれば、いまでさえ困難な農業経営への負担は避けられず、特に経営規模が

拡大してきている北海道農業にとっては畑作、水稲はじめ、野菜、畜産農家への影響は極めて大き
いものがあります。制度の継続は、地域農業の振興や食糧自給率を向上させるという観点からみて
も有効な制度であり、その継続が強く望まれています。

（請願事項） １．免税軽油の制度を継続すること。
請願者 訓子府町農民連盟・訓子府農民組合

採択した請願書

議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府関係機関に意見書を提出した。

◆免税軽油制度の継続を求める要望意見書

◆地域医療存続のための医師確保に関する要望意見書

◆平成23年度畜産物価格決定等に関する要望意見書

議決した意見書

◆訓子府小学校スクールバンド全国大会出場にかかる報告について
本年１月11日、全道リコーダーコンテスト合奏の部において、訓子府小学校スクールバンドが金

賞と北海道新聞社賞を受賞し、全国大会への切符を手に入れ出場することになりました。
町としてもこの全国大会出場にあたり、大会派遣のための補

正予算をこの度の定例町議会において計上しております。
全国大会でも美しい音色を奏でることができますよう温か

い応援をよろしくお願いいたします。
※なお、全国大会は、東日本大震災の影響により中止となりま
したが、３月27日に公民館で１日も早い復興を願って、東日本
大震災チャリティーコンサートが開催されました。

◆子宮頸がん等ワクチン接種事業に係る当面の対応について
子宮頸がんワクチン、ヒブ及び小児用肺炎球菌ワクチンについては、本町においても２月から

接種を開始したところです。
しかし、子宮頸がんワクチンの不足と、ヒブ及び小児用肺炎球菌ワクチン接種に関連した可能性

のある接種児童の死亡例が報告されたことから、安全性が確認されるまで接種を一時見合わせる
よう指示がありました。
まず、子宮頸がんワクチンについては、７月頃にはワクチンの供給が正常に戻ると報告を受けて

おり接種が再開されるものと思われます。



「
き
め
細
か
な
交
付
金
」

「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ

交
付
金
」で
実
施
す
る
特
徴

的
な
事
業

２月0/日２月0/日

第１回臨時会第１回臨時会
平成２３年平成２３年

町長からの行政報告（要旨）
◆教育費指定寄付金について
教育費指定寄付金がありました。
北見市の芳賀久美子様から12月15日に100万円のご寄附がございました。
寄付金につきましては、ご本人のご意向に沿い、社会資本整備基金に積立てし有効に活用させて

いただくこととしております。

７
３
０
万
円
を
計
上

○
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
備

品（
加
工
室
用
エ
ア
コ
ン
）

２
１
９
万
５
千
円
を
計
上

○
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業
補
助
金

５
０
０
万
円
を
計
上

○
町
道
補
修
（
修
繕
科
）

１，

１
６
０
万
円
を
追
加

○
季
節
労
働
者
等
雇
用
対

策
業
務

２
４
２
万
６
千
円
を
計
上

○
町
道
維
持
管
理
（
機
械

借
上
料
）

２
４
４
万
２
千
円
を
追
加

○
町
道
維
持
管
理
（
補
修

用
原
材
料
）

１
７
５
万
２
千
円
を
追
加

○
東
幸
町
北
２
条
線
道
路

整
備
工
事

６
０
０
万
円
を
計
上

○
河
川
改
修
整
備
工
事

１，

４
０
０
万
円
を
計
上

○
各
公
園
施
設
等
修
繕
科

１
８
２
万
７
千
円
を
追
加

○
町
営
住
宅
修
繕
科
（
末

広
団
地
東
側
フ
ェ
ン
ス

改
修
・
幸
栄
団
地
内
街

灯
更
新
等
）

３
５
８
万
円
を
追
加

○
高
齢
者
・
障
が
い
者
等

地
域
見
守
り
シ
ス
テ
ム

構
築
業
務

２
５
２
万
円
を
計
上

○
訓
子
府
小
学
校
屋
根
改

修
工
事

１，

１
２
０
千
円
を
計
上

○
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
用
備
品

１
０
０
万
円
を
追
加

○
吹
奏
楽
用
楽
器

１
０
０
万
円
を
追
加

○
温
水
プ
ー
ル
修
繕
科

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ

ー
外
部
塗
装
）

９
７
万
７
千
円
を
追
加

○
屋
外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

修
繕
科（
ト
イ
レ
改
修
等
）

２
２
８
万
２
千
円
を
追
加

◆
下
水
道
事
業
会
計

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
０

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
億
９，

３
９
５
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

■
支
出
内
容

○
農
業
集
落
排
水
施
設

（
修
繕
科
）

３
０
０
万
円
を
追
加

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億

６
７
８
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
１
億
６，

４
０
６
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
主
な
歳
出
内
容

○
社
会
資
本
整
備
基
金
積

立
金１

０
０
万
円
を
追
加

○
町
有
住
宅
修
繕
料
（
屋

根
塗
装
等
・
３
棟
７
戸
）

１
８
１
万
４
千
円
を
追
加

○
町
有
住
宅
改
修
工
事

（
３
棟
４
戸
）

８
６
０
万
円
を
計
上

○
地
域
集
会
所
備
品

１
７
４
万
７
千
円
を
計
上

○
勤
労
者
福
祉
会
館
修
繕

料
（
外
壁
等
塗
装
）

１
７
０
万
円
を
追
加

○
勤
労
者
福
祉
会
館
備
品

６
６
万
６
千
円
を
計
上

○
下
水
事
業
特
別
会
計
繰

出
金３

０
０
万
円
を
追
加

○
川
北
第
４
・
第
５
支
線

ト
ラ
フ
設
置
工
事

今
回
の
補
正
予
算
の
主
旨

国
の
「
円
高
・
デ
フ
レ

対
応
の
た
め
の
緊
急
経
済

対
策
」
に
よ
る
国
の
補
正

予
算
で
創
設
さ
れ
た
地
域

活
性
化
交
付
金
に
よ
る
も

の
で
す
。

な
お
、
内
訳
と
し
て
は
、

地
域
の
活
性
化
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
事
業
展
開
を
す
る

「
き
め
細
や
か
な
交
付
金
」

と
弱
者
支
援
・
知
の
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
「
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
」
で
す
。

○
地
域
集
会
所
備
品

地
域
か
ら
要
望
の
あ

り
ま
し
た
テ
ー
ブ
ル
13

台
、
い
す
65
脚
、
い
す

用
台
車
３
台
を
購
入

○
勤
労
者
福
祉
会
館
備
品

地
域
か
ら
要
望
が
あ

り
ま
し
た
テ
ー
ブ
ル
３

台
、
い
す
30
脚
、
い
す

用
台
車
１
台
を
購
入

○
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
補
助
金

商
工
会
が
地
元
商
工

業
の
振
興
を
図
る
た
め

に
行
い
ま
す
「
住
環
境

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
」
に
対
す
る
補
助
金

な
お
、
補
助
金
は
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
事

業
費
の
20
％
を
商
品
券

で
還
元
す
る
。

（
事
業
費
の
下
限
を
30

万
円
・
補
助
の
上
限
を

20
万
円
に
設
定
し
、
25

戸
分
を
予
算
計
上
）



議会の主なうごき

オホーツク町村議会議長会役員会・
第11回定例総会（清里町・議長）
訓子府福祉会懇談会（議長）
町議会議員OB会新年会（議長）
第32回さむさむまつり（議長）
議会運営委員会
第１回臨時会
全員協議会
産業建設常任委員会（所管事務調査）
平成22年度第３回社会福祉協議会
理事会（議長）
第12回老連ハッピーボーリング大会（議長）
網走管内インドアゲートボール選
手権開会式（議長）
議会運営委員会
産業建設常任委員会
総務文教常任委員会

第59回訓子府高等学校卒業証書授
与式（議長）
第１回定例会（全議員）
訓子府中学校卒業式（正副議長、総
文委員）
訓子府小学校卒業式（正副議長、総
文委員）
第17回網走管内少年剣道訓子府大
会（議長）
訓子府幼稚園卒園式（正副議長、総
文委員長）
居武士小学校卒業式（正副議長、総
文委員）
第34回老人芸能大会（議長）
議会広報特別委員会
訓子府保育園卒園式（正副議長、総
文委員長）

訓子府町社会福祉協議会第３回評議
員会（議長）

平成22年度農業担い手カップル激
励会（議長）
訓子府保育園入園式（正副議長、総文
委員長）
訓子府小学校入学式（副議長、総文委員）
居武士小学校入学式（議長、総文委員）
訓子府中学校入学式（正副議長、総文委員）
訓子府高校入学式（正副議長）
オホーツク町村議長会監査（網走市・議長）
新世紀森林組合第10回通常総会（置
戸町・議長）
平成22年度訓子府町交通安全協会
総会（議長）
第15回訓子府町福祉友の会定期総
会（議長）

１～２日

４日
５日
６日
８日

17日

18日
20日

23日
24日
25日

１日

８～17日
15日

18日

20日

23日

24日

25日

26日

29日

１日

４日

６日

11日

13日

14日

17日

あ
と
が
き

２月 ３月

４月

議会広報特別委員会
委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局
〃

河端 芳惠
西山由美子
佐藤 静基
山本 朝英
川村 進
小林 一甫
工藤 弘喜
上原 豊茂
橋本 憲治
森谷 勇
小林 央

□

３
月
11
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
追
加
の
行
政
報
告

に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

□

２
月
25
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

３
月
９
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
意
見
書
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

□

２
月
10
日
（
木
）

○

所
管
事
務
調
査
の
総

括
を
行
い
ま
し
た
。

□

２
月
24
日
（
木
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

３
月
９
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
意
見
書
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

□

３
月
18
日
（
木
）

○「
議
会
だ
よ
り
」
第
１

６
８
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

□

３
月
25
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

□

２
月
10
日
（
木
）

○

第
１
回
臨
時
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

□

２
月
23
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

□

３
月
９
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
意
見
書
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

子
力
発
電
所
で
次
々
と
水

素
爆
発
が
起
き
、
炎
を
上

げ
る
石
油
製
油
所
な
ど
津

波
が
役
場
や
学
校
、
住
宅
、

車
も
全
部
を
さ
ら
っ
て
い

っ
た
光
景
に
は
あ
然
と
し

ま
し
た
。

自
然
災
害
が
こ
ん
な
に

恐
ろ
し
い
と
は
、
被
災
さ

れ
た
人
達
が
気
の
毒
で
か

け
る
言
葉
も
出
ま
せ
ん
。

只
々
こ
の
未
曾
有
の
天

災
が
一
刻
も
早
く
鎮
ま
っ

て
く
れ
る
よ
う
こ
こ
ろ
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
、
入
学
、
進
学
、

就
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

大
き
な
夢
や
希
望
を
持

っ
て
す
ば
ら
し
い
春
を
迎

え
て
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員

山
本

朝
英

３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
北
関
東
大
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様

に
対
し
、
心
か
ら
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
翌
12
日
福
島
原




